
弟 ZZ ザ m
 

一
 

外
一
 

m
 

」
 

長
富
の
分
村
決
定
す
 

イ
ザ

コ
ザ
な
し
で
投
票
終
了
 

金
木
町
長
富
の
分
村
投
巣
は
ニ
十
ニ
日
午
前
七
時
か
ら
嘉
瀬
中
学
校
で
施
行
、
万
一

に
備
え
て
県
警
本
部
の
機
動
隊
が
前
夜
来
附
近
の
警
備
に
当
り
、
市
と
長
富
の
境
界

に
は
検
間
所
を
設
け
る
と
い
う
峨
戒
振
り
、
県
か
ら
は
小
笠
原
地
方
課
畏
、
川
村
選

管
書
記
長
が
前
日
来
金
不
町
選
管
の
指
導
に
あ
た
つ
て
粉
争
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
 

悔
田
・
中
泉
の
教
訓
か
ら
非
常
な
慎
重
振
り
で
あ
る
。
部
落
民
も
雷
め
て
整
然
と
し

て
イ
ザ
コ
ザ
ら
し
き
も
の
は
何
ー
ッ
と
し
て
起
ら
な
か
つ
た
の
で
、
投
票
は
緊
張
し

た
中
に
も
頭
る
順
訓
、
午
後
三
時
頃
に
は
大
多
数
の
投
県
が
終
つ
た
。
 か
く
て
午
后

五
時
投
票
を
終
了
し
同
五
時
半
か
ら
開
巣
が
開
始
さ
れ
た
が
、
有
権
者
四
五
八
、
棄

権
七
、
投
栗
総
数
四
五
一
栗
、
の
巾
分
村
賛
成
三

一
八
栗
、
反
対

一
三
三
栗
、
無
効

な
し
で
結
局
法
定
得
栗
数
た
る
三
分
の
ニ
以
上
を
も
つ
て
長
富
の
五
所
川
原
市
合
併

が
決
定
し
た
 

市
の

基

礎
愈

々
強

固
 

か
し
こ
れ
は
こ
れ
な
り
の
問
題

で
別
段
今
後
に
シ
コ
・
を
残
す
 

外
崎
市
長
心
か
ら
喜

b
表
明
 
薫
「
鷲
恐
」

n
り
 

長
富
の
皆
さ
ん
が
五
所
川
原
市
 
題
で
や
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
 
様
に
市
民
と
し
て
温
か
い
気
持

民
と
な
ら
れ
た
事
に
対
し
心
か
 
の
事
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
。
し
 
で
お
迎
え
し
て
居
り
ま
す
。
ど
 

け
 

した 	＝＝ 岩木川にて ＝= 

‘ツ 里 近頃の気まぐれ陽冠が去る二＋ー日八十ニ度 

という暑さをもたらし、子供達はV ーズン来るとばかり、 川え沼え 

を求めて大堰わし 	でもやつばり紫色の暦が7 クワクと震えていま 

早い河童 
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7
 協
議
会
は
十
九
日
午
後
四
時
半
 

農
響

「
」
護
薫
ら
鷲
 

川
利

線
巧
m
旧
 

た
ば
か
り
の
外
崎
市
長
、
仙
庭

の
明
馴

師
 

議
長
、
金
木
町
か
ら
花
田
町
長

市
。

唯
鴎
生
亡
 
中

村
議
長
の
四
者
で
、
外
崎
市
 

人
出
死
 

長
か
ら
梅
田

・
中
泉
の
実
例
を
 

説
明
し
で
、
長
富
の
分
村
投
票
 

富
分
村
の
粉
争
防
止
に
関
す
る
 

ら
、
十
全
の
配
噂
を
も
つ
て
こ
 
五所
川
原
市
は
地
理
的
条
件
も
 
当
局
の
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
 
きな
不
安
を
与
え
て
い
る
の
で

れ
を
取
り
運
び
、
加
え
て
外
崎
 
あ
つ
て全
県
的
催
し
物
に
忍
ま
 
が
、
こ
れ
が
た
め
同
町
大
政
は
 
分村
投
票
問
題
と
は
全
く
別
個

市
長
と
花
田
町
長
が
事
前
に
フ
 れ
ず
市
の
発
展
に
大
き
な
支
陣
 
全
く
麻
癖
状
態
に
あ
り
、
無
こ
 
な
立
場
か
ら
、
境
を
接
す
る
五
 

コ
？
一J
‘
 
「
「
？
、『

i
、
月
A
'
,'1
プ
m
し
、工
カ
 
、ミ
『と
J
ぼ“
 
び町
星
に
巨
H
し
け
目
慌
「
玉
「所
川
厚
甲
民
と
し
I
ヒ
【
登【
 

せ
た
事
も
、
与
つ
て
力
あ
る
も
下
高
校

相
撲
大
会
に
続
き
、
割
 
し
か
川
か
引
『
山
”
如
和
柳
と
 
「”
け
け
」
『
H
仁
）
り
筆
「
 

→

1
1
 
1
1
 
1
 
‘
ー
 
，
 
・
・
 
，
 

f
 

‘ノ
 

ー
 
ド
 

く
・
 
・
 

し
、
市
三
役
、
市
議
会
、
商
工
 

ー
 

皆
勧
無
久
席
者
に
は
終
了
証
書
 
会
議
所
全
議
員
、
消
防
署
長
．
 

一
 
＋
よ
二
目

●
ぐ
く
乙
坦
子
甘
、
拠

4
1
 

を
授
与
す
る
事
に
な
つ
て
お
り
消

防
団
正
副
団
長
の
連
署
を
も
 

娯
 

わ
れ
もく
と

二
百
名
の
生
徒
 
詳
霧
鱗

編
費
職
髪
“

編
騒
誕
（
報
 

は
 

五
所
川
凍
商
工
会
議
 
日
そ
の
開
謂
式
を
あ
げ
ま
L
た
 
中
高
校
及
び
弘
前
商
業
の
先
生
 
られ
る
よ
う
二
十
四
日
外
崎
市

れ
 

所
で
は
商
店
従
業
員
 
生
徒
数
百
九
『
三
名
で
男
九
十
 
方
で
、
 一
般
教
畳
、
労
働
法
規
 
長
、
鹿
内
副
議
長
、
田
附
、
中
 

露
締
難
難
獲
難
灘
麟
舞
議
灘
謙
難
察
難
 

認
蛇
シ
い
誕
製
器
緋
蕊

割
恕
影
轡

け
お
受
講
料
は
な
く
希
望
者
は
川
原
署
、青
森
捌、
県
警
相
 

一
回
店
員
学
校
を
会
議
所
ニ
 
ま
した
が
、
こ
の
講
習
は
六
月
 
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
申
込
 
部
、
同
弘
前
支
部
改
び
、
青
森
 

に
開
設
し
、
去
る
五
月
十
九
 
二
十
五
旧
ま
で
を
期
間
と
し
て
 
め
ぱ
許
可
さ
れ
ま
す
 

県
庁
、
在
青
各
新
聞
社
を
歴
訪
 

「
店
員

さ
ん

の
学
校
誕

生
 

壕
 

わ
れ
も

く
と

二
百

名
の

生
徒
 

妙
 

ォ

t
l
く
 
く

二

1
ノ司
“

i
 

は
 

五
所
川
凍
商
工
会
議
 
日
そ
の
開
謂
式
を
あ
げ
ま
L
た
 

ー
 

所
で
は
商
店
従
業
員
 
生
徒
数
百
九
『
三
名
で
男
九
十
 

●

、
 
ー
 
ー
ー
 

】
 
の
教
養
向
上
と
、

最
 
七
入
女
三
T
三
人
こ
の
外
技
能
 

【ー
 
も
近

代
的
な
慶
客
法
 
者
費
成
大十
三
人
と
い
う
盛
況

の
指
導
に
よ
つ
て
商
工
業
の
振
 
開
講
式
に
は
外
崎
市
長
も
昌
て

興
を
は
か
ろ
う
と
の
目
的
か
ら
 
生
徒
さ
ん
達
．
大
い
に
激
励
し

第
一
回
店
員
学
校
を
会
議
所
ニ
 
ま
した
が
、
こ
の
講
習
は
六
月

階
に
開
設
し
、
去
る
五
月
十
九
 
二
十
五
旧
ま
で
を
期
間
と
し
て
 

口
 

。
 

ノ
」
 

力
 

り
 

午
 

。
 

い
 

十
 

略
 

ら
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
非
常
 
；

i
ー

．.
..．
ー
…
・
．
ー
．．
…
ー
 

う
ぞ
市
政
に
関
す
る
御
意
見
な
 
に
は
お
互
に
伸
士
的
態
度
で
の

り
御
希
里
な
り
あ
り
ま
し
た
な
 
ぞ
み
住
民
の
自
由
意
志
に
委
せ

ら
御
遠
慮
な
く
御
申
出
下
さ
い
 
た
い
と
提
議
し
、
花
田
町
長
も

共
に
手
を
つ
な
ぎ
大
五
所
川
原
 
こ
れ
を
了
承
、
粉
争
防
止
に
努

市
建
設
の
構
想
達
成
に
進
み
た
 
め
る
事
を
申
合
せ
、
円
満
裡
に

い
と
思
い
ま
す
 
同
大
時
修

了
し
ま
し
た
。
な
お

今

ら
ず
り
」
り
」
」
 
外

崎
市
長
は
こ
れ
に
対
す
る
答
 

が
か
引
引

淡
 
m程
撲
誌

謡
」
」
 

五
所
川
原
市
の
提
唱
に
よ
る
長
一
を
訪
問
し
ま
し
た
 

1
部
落

史
最
大
の
感
激

ー
 
一
 

 
 
一

ー
厚
い

友
情
で
迎
え
る

市
民
ー
！
 

長
富
部
落
が
五
所
川
原
合
併
と
 
い
子
供達
ま
で
万
才
で
す
。
ま

決
定
し
た
歴
史
な
一
瞬
、
投
栗
 
さ
に
長
富
部
落
史
に
未
だ
か
つ

所
は
言
い
よ
う
の
な
い
緊
張
に
 
て
見
な
い
感
激
の
ク
●
イ
マ
ツ

包
ま
れ
ま
し
た
が
、
次
の
瞬
間
 
ク
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
鶴
田
町

期
せ
ず
し
て
万
才
の
嵐
と
な
り
 
の
梅
田
・
中
泉
の
結
果
が
結
果

部
落
全
体
は
感
激
と
昂
奮
の
ル
 
で
あ
つ
た
だ
け
、
我
A
五
所
川

ツ
‘
と
化
し
ま
し
た
。
拭
い
切
 
原
市
民
も
ま
た
こ
の
分
村
成
立

れ
な
い
涙
に
鳴
咽
さ
え
す
る
老
 
に

一
段
の
感
激
を
覚、
●
る
を

婆
、
勝
つ
た
く
と
自
転

車
で
 
得
ま
せ
ん
・
今
回
の
分
村
が
平

部
落
中
を
か
げ
廻
る
鉢
巻
姿
の
 和
裡
に
、
し
か
も
生
民
の
意
志

青
年
、
何
が
何
や
ら
が
ん
ぜ
な
 
が
卒
直
に
何
の
妨
害
も
な
く
現
 

わ
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
勿
論
 

（
写
真は
投
巣
場
風
景
）
 

の
と
甘
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
わ
れ
Iく
、市
民
は
金
木
町

理
事
者
に
対
L
十
分
の
敬
意
を

表
す
る
と
共
に
、
新
ら
し
く
市

民
と
な
つ
た
長
富
の
人
●
に
対

し
て
は
、
厚
い
友
情
を
も
つ
て

こ
れ
を
迎
へ
、
共
に
新
た
な
感

激
を
も
つ
て
市
の
発
展
に
い
そ

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
 

県
青

年
大

曾
 

五
所

川

原
で

開
催
 

撲
、
芸
能
文
化
は
演
劇
、
美
術

音
楽
、
体
験
発
表
等
で
祖
国
再

建
を
双
肩
に
荷
5
若
人
の
譲
ら

つ
た
る
意
気
を
示
す
こ
の
大
会

は
一
般
市
民
に
新
た
な
る
勇
気

と
進
取
の
意
欲
を
与
え
る
も
の

と
し
て
．
期
待
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
去
る
ニ
十
四
日
市

長
室
に
関
係
者
が
集
ま
り
、
大

会
の
運
営
と
受
入
態
勢
の
轄
伽

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
 

市
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
面

的
に
援
助
し
、
今
後
の
各
極
大

会
誘
致
に
途
を
開
く
事
に
な
り

ま
し
た
 

市
議
曾
招
集
 

市
臨
時
議
会
は
二
十
九
日
招
集

さ
れ
ま
す
が
、
議
案
は
 

一
、
一
般
会
計
追
加
更
生
子
算

三
千
五
百
万
円
 

ニ
、
特
別
今
計
国
保
直
診
勘
定

追
加
更
生
予
算
七
百
万
円

三
、
市
財
政
再
達
計
画
策
定
 
 

し
嘆
願
書
を
提
川
し
て
善
処
を

要
望
し
主
し
た
。
う
る
わ
し
い

隣
人
愛
の
発
露
と
し
て
各
方
面

と
も
に
感
激
し
、
十
分
考
慮
す

る
と
の
答
を
得
ま
し
た
 

鶴
ケ

岡
懸
道

改
修
に
寄
附
金
 

市
内
鶴
ゲ
岡

（
旧
三
好）
よ
り

福
井
を
経
て
川
山
に
至
る
県
道

善
積
線
の
幅
員
拡
張
と
改
修
工

事
が
近
く
着
手
さ
れ
る
が
、
拡

張
に
要
す
る
用
地
買
収
が
市
の

予
算
不
足
か
ら
行
悩
み
の
状
態

に
あ
り
、
過
般
外
崎
市
長
が
関

係
地
主
と
想
談
の
ヒ
協
力
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
前
市
譲
会
譲
長

長
尾
角
左
工
門
氏
等
の
奔
走
に

よ
り
，
 こ
れ
を
受
益
者
の
寄
附

に
よ
つ
て
工
事
の
促
進
を
は
か

る
事
に
な
り
、
取
り
あ
え
ず
七

万
三
千
三
百
七
＋
円
が
集
ま
つ

た
の
で
、
一
一
十四
日
午
後
畏
尾

氏
が
岡
田
三
好
支
所
長
と
共
に

外
崎
市
長
を
訪
間
し
、
現
金
と

共
に
寄
附
採
納
願
を
提
出
し
ま

し
た
。
 こ
れ
に
よ
り
財
政
措
置
 

の
悩
み
も
解
消
し
着
工
も
促
進

さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
が

寄
附
者
の
氏
名
は
次
ぎ
の
通
り

で
す
 

小
笠
原
弥
吉
郎
、
木
村
賢
十
郎

沢
田
武
五
郎
、
小
野
三
之
亜
、
 

木
村
勝
之
助
、
小
野
重
之
助
，
 

小
野
善

一
、
小
野
善
蔵
、
小
野

善
吉
、
小
野
着
道
、
 一
戸
勝
之

助
、
小
野
音
三
郎
、
開
米
賢
作

小
野
忠
、
小
野
武
三
郎
、
小
野

多
助
、
 一
戸
嘉
四
、
相
馬
尾
次

小
野
開
、
伊
藤
吉
郎
、
白
戸
正

一
、
小
野
正
一
、
小
野
佐

一
，
 

長
尾
多
次
郎
、
沢
田
喜
太
郎
、
 

小
野
多
吉
、
対
馬
菜
行
、
小
山

内
喜
三
郎
、
畏
尾
千
代
作
、
長

尾
勝
義
、
長
尾
専
大
郎
、
畏
尾

茂
実
、
長
尾
角
左
右
門
、
開
米

源
七
、
開
米
佐
太
郎
、
沢
田
連

之
助
、
開
米
三
吉
、
開
米
鋭
夫

開
米
タ
・
、
長
尾
賢
作
、
開
木

笑
夫
、
開
米
清
隆
、
小
笠
原
健

次
郎
、
小
笠
原
久
雄
、
小
笠
原

兼
吉
、
小
笠
原
サ
ョ
、
小
笠
原
 
 義

雄
、
葛
西
重

一
、
川
村
建
三

郎
、
小
笠
原
兼
吉
、
小
笠
原
卯

三
郎
、
小
野
唯
一
、
小
野
善
作

小
笠
原
健
次
郎
、
小
笠
原
久
雄

小
笠
原
サ
ョ
、
小
笠
原
済
衛
、
 

小
野
虎
一
、
小
笠
原
弥
吉
郎
、
 

小
笠
原
昭
雄
、
川
村
健
三
、
小

笠
原
義
雄
、
小
笠
原
春
造
、
小

笠
原
サ
ク
ツ
 

結
核
病
棟
完
成
 

ニ
十

九
日
落

成
式
 

昨
年
来
着
工
中
で
あ
つ
た
市
立

病
院
結
核
病
棟
は
こ
の
程
落
成

し
た
の
で
、
元
町
、
吹
畑
、
癖

川
、
下
平
井
の
公
営
住
宅
完
成

と
併
せ
来
る
ニ
ト
九
日
午
後

時
か
ら
修
抜
落
成
式
を
あ
げ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
結
核
病
棟

は
総
工
費
九
百
」
十
万
円
、
病

床
四
十
を
持
つ
延
「
百
四
十
六

坪
の
木
造
モ
ル
（
ル
仕
上
げ
の

一
一階
建
で
輪
か
ん
の
美
を
競
つ

て
い
ま
す
。
古
内
大
百
有
余
に

上
る
結
核
思
者
の

一
大
福
音
と

い
え
ま
し
よ
う
 

昭

和
三
十

一
年
度

第
一
一
次
自
衛

官
 

（・
ニ
等
陸
塞

海

士
）
 

募
 
集
 

一
、
応
募
資
格
 

ー
、
昭
和
三
十

一
年
九
月
一

日
現
在
講
十
八
才
以
L
一
一

十
五
才
未
満

（
昭
和
大年

九
月
二
日
か
ら
同
「
三
年

九
月
一
日
ま
で
の
間
に
生

れ
た
男
子
）
 

2
、
新
制
中
学
卒
業
程
度
の

学
カ
を
有
す
る
者
 

ニ
、
募
集
日
程
 

ー
、
志
願
表
受
付
期
問
、
五

月
十
日
か
ら
六
月
十
王
日

ま
で
 

2
、
採
用
期
日
 
七
月
大
日

か
ら
七
月
一
一
＋
日
ま
で
（
 

期
日
決
定
次
第
連
絡
）
 

3
、
試
験
場
 
青
森
駐
と
ん

部
隊
、
弘
前
市
会
会
堂
、
 

高
舘

（
八戸
）
駐
と
ん
部

隊
、
五
所
川
原
市
公
会
堂

三
本
木
中
学
校
、
大
湊
航

空
自
衛
隊
の
予
定
 

4
、
入
隊
予
定
期
日
 
九
月

か
ら
十
月
ま
で
 

な
喜
び
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
本

市
が
旧
五
ケ
村
と
共
に
市
制
施

行
以
来
員
富
部
落
が
新
市
域
に

綱
入
さ
わ
た
事
を
も
つ
て
分
村

合
併
の
第

一
号
と
な
り
、
そ
れ

だ
け
に
そ
の
意
義
の
重
要
さ
は

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

言
わ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

長
富
の
編
入
に
よ
つ
て
市
城
が

拡
大
さ
れ
た
ぱ
か
り
で
な
く
，
 

市
の
基
礎
が
非
常
に
き
よ
う
固

と
な
り
、
今
後
の
発
展
に
も
た

ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
何
分
に
も
新
市
と
し
て
木

市
が
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
山
積
し
て
居
り
、
新
ら

し
く
市
民
と
な
つ
た
長
富
の
皆

さ
ん
に
も
更
ら
に
一
層
の
御
旦

＋
リ
を
戸」
」y
」
“
よ
ふJ
l
I“
よ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
D
中
に
ま
う

村
に
反
対
の
方
も
あ
つ
た
で
し

よ
（
が
、
 と
れ
も
立
場
上
の
町
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民
主
A
義
に
目
覚
め
た
部
落
民

の
勝
利
で
あ
り
ま
す
が
、
金
木

町
理
事
者
が
鶴
田
町
に
対
す
る

世
の
批
判
の
厳
し
か
つ
た
点
か
 

一
羅
難難
羅
畿
羅
一
一
 

に
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
 
一
般
市
税
米
納
に
よ
る
財
政
再

こ
の
大
会
は
体
育
、
芸
能
文
化
 
建
の
方
途
を
、
昭
和
ニ
十
九
年

の
二
部
に
分
れ
、
体
育
は
陸
上
 
度
か
ら
三
十
四
年
度
に
わ
た
る

競
技
、
  
排
球

、
  
卓
球

、
  
柔
道
相

大
ケ
年
計
画
で
策
定
す
る
も
の
 

美
わ
し

・
隣
人
愛
の
登
露
 

鶴
田
町
長
以
下
の
程
放
嘆
願
 

石
野
・
野
中
の
住
民
投
栗
に
関
 
火
災極
節
に
入
り
、
消
防
団
員

連
し
て
渋
谷
鶴
田
町
長
以
下
多
 
の
多
数
逮
捕
は
、
塁
家
の
困
窮

数
の
役
場
職
員
や
消
防
団
貞
が
 
は
も
と
よ
り

一
般
町
民
に
も
大
 



一
子
供
達
を

守
り

ま

L
よ

う
一
 

市
に
も

協
議
曾
が
生

ま
れ

ま
す
 

児
童
憲
章
が
布
か
れ
て
今
年
は
 
・
A
会
長
、
西
北
主
要
町
村
長

五
周
年
に
な
る
の
で
五
所
川
原
 
及
び
各
警
察
署
、
教
育
事
務
所

地
区
青
少
年
問
題
打
合
会
は
五
一
婦
入
団
体
、
青
年
団
代
表
等
お

月
十
八
日
午
后
一
時
か
ら
市
議
 
よ
そ
五
十
名
、
県
か
ら
青
少
年

会
議
事
堂
で
開
催
、
市
内
各
中
一
協議
会
委
員
以
下
係
官
出
席
，
 

校
長
、
各
支
所
長
、
P
・
T
一
中
央
で
策
定
し
た
昭
和
三
十
一
 

器

鵬
雅

大
会
に
出
席
し

て
 

福
祉
事
務
所
長
 
小
 
島
 

武
 
雄
 

五
月
十
大
、
十
七
、
十
八
、
の
 
こ
れ
は
社
会
福
祉
施
設
の
施
設

三
日
間
厚
生
省
と
全
国
社
会
福
 
費
に
対
し
て
国
か
ら
半
頬
、
県

祉
協
議
会
の
主
催
で
仏
教
の
日
 
か
ら
四
分
の
一
、
地
元
四
分
の

本
護
来
最
初
の
仏
像
を
紀
る
善
 
一
負
担
で
出
来
る
こ
と
に
な
つ

光
寺
で
有
名
な
長
野
市
で
開
か
 
て
居
り
ま
す
が
、
貧
弱
財
政
の

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
る
 
本
県
で
は
昨
年
度
本
市
の
計
画

者
三
千
五
百
名
県
か
ら
秋
田
厚
 
に
対
し
負
担
分
を
出
し
て
呉
れ

生
課
長
初
め
各
地
か
ら
十
余
名
 
な
か
つ
た
の
で
折
角
の
国
の
補

出
席
し
大
会
の
中
で
は
七
部
門
 
助
決
定
も
中
止
の
結
果
と
な
り

に
分
け
た
部
会
で
討
議
さ
れ
白
 
ま
し
た
 

熱
的
論
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
 
こ
ん
な
風
で
は
貧
弱
財
政
の
地

私
は
昨
年
か
ら
提
案
し
て
あ
り
 
方
で
は
施
設
も
建
設
が
出
来
な

ま
す
福
祉
施
設
国
鳳
負
担
ん
鮎ハ
 
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す

割
に
増
額
す
る
事
を
生
張
し
ま
 
モ
れ
で
私
は
こ
の
大
会
で
熱
心

し
た
 

に
施
設
の
運
営
に
対
す
る
論
議
 

年
度
青
少
年
保
護
育
成
運
勘
の

実
施
要
綱
を
中
心
に
協
議
し
、
 

同
三
時
散
会
し
ま
し
た
。
今
青

少
年
の
保
護
育
成
問
題
が
政
府

の
重
要
施
策
の
ー
つ
と
な
つ
て

い
る
際
、
各
関
係
団
体
が
年
間

を
通
じ
て

一
般
の
啓
発
宜
伝
に

力
を
注
ぐ
た
め
、
各
市
町
村
毎

に
こ
の
協
議
会
を
結
成
し
、
運

動
を
推
進
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
が
、
特
に
青
少
年
の
環
境
浄

化
と
動
男
青
少
年
の
保
護
育
成

が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
実
施
要
項
の
主

な
点
は
次
の
よ
5
で
す
 

◇
児
意
憲
章
の
普
及
徹
底
 

1
、
児
童
憲
章
制
定
記
念
大
会

憲
章
制
定
五
周
年
記
念
大
会

を
青
森
市
に
開
催
 

2
、
児
童
憲
章
に
つ
い
て
語
る

座
談
会
を
開
く
 

3
、
標
語
論
文
を
募
集
す
る

◇
青
少
年
の
た
め
の
健
全

娯
楽
と
地
域
活
動
促
進
 

1
、
見
童
会
報
の
設
置
保
進
 

昭
和
三
十
一
年
度
計
量
器
の
定

期
検
査
期
日
は
左
記
の
通
り
県

告
示
に
よ
つ
て
執
行
致
し
ま
す

毎
年
の
検
査
で
す
が
、
ま
だ
未

検
査
計
量
器
の
使
用
及
不
合
格

計
量
器
の
使
用
あ
り
、
立
入
検
 

を
聞
き
ま
し
た
が
、
私
は
何
だ

か
外
国
の
大
会
に
来
て
居
る
様

な
錯
覚
に
促
は
れ
ま
し
た
。
し

か
し
施
設
を
持
た
な
い
地
城
が

決
し
に
、
共
だ
け
で
な
い
亭
が

わ
か
り
、
貧
弱
財
政
の
地
城
は

凡
て
私
の
様
に
感
じ
た
事
と
思

い
ま
す
 

政
治
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
旋
設
の
不
均
衡
は
・
「
 

日
も
早
く
解
決
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
厚
生
省
当
局
に

強
く
要
望
致
し
ま
山
た
 

尚
金
沢
市
で
父
署

な
い
子
供

達
の
就
職
並
に
身
元
保
証
等
の

報
告
が
あ
り
ま
し
て
、
是
れ
に

対
し
高
知
県
か
ら
金
沢
だ
け
が

立
派
に
や
つ
て
居
て
も
、
全
国

府
県
で
何
も
や
つ
て
居
な
い
で

は
な
い
か
と
発
言
が
お
り
ま
し
 

2
、
青
少
年
指
導
者
講
習
会
 

5
、
見
童
福
祉
を
守
る
た
め
の

座
談
会
の
開
催
 

4
、
霞
山
漁
村
青
少
年
の
余
暇

善
用
の
指
導
 

5
、
校
外
生
活
指
導
対
策
研
究

会

（教
師
と
両
親
と
の
共
同

研
究
）
 

◇
晋
少
年
の
環
境
浄
化
 

1
、
青
少
年
に
有
智
な
出
版
物

映
画
等
の
排
除
に
つ
い
て
民

間
団
体
と
の
座
談
会
 

2
、
出
版
物
、
映
画
関
係
者
の

自
粛
要
望
 

3
、
優
良
図
書
の
展
示
会
 

4
、
母
親
と
見
童
の
座
談
会
 

5
、
他
人
の
見
童
を
同
居
さ
せ

て
い
る
者
の
屈
出
と
不
当
支

配
の
有
無
を
検
討
す
る
 

5
、
要
保
護
家
庭
の
指
導
 

1
、
不
就
学
、
長
欠
児
童
の
原

因
調
査
と
こ
れ
の
解
消
 

8
、
覚
醒
剤
防
止
と
取
締
強
化
 

9
、
売
春
及
び
人
身
売
買
の
防

止
と
取
締
強
化
 

1
0、
勤
労
青
少
年
の
保
護
育
成
 

（
写真
は
協
議
会
）
 

査
違
反
が
発
見
さ
れ
て
新
聞
紙

一
上を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
こ
と
は

一誠
に
遺
憾
と
思
い
ま
す
が
、
当

市
で
は
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

現
在
ま
で
違
反
の
な
い
事
は
皆

さ
ん
と
共
に
心
か
ら
御
喜
び
申
 

た
の
で
、
是
れ
に
対
し
五
所
川

原
市
で
は

一
日
お
父
さ
ん
の
行

事
を
毎
年
や
つ
て
居
り
今
年
は

十
三
日
に
や
り
ま
し
て
父
親
の

な
い
子
供
達
を
慰
め
ま
し
た
が

こ
の
お
父
さ
ん
達
は
各
自
十
名

位
宛
の
グ
ル
・
プ
で
子
供
達
を

分
担
し
ま
し
た
が
そ
の
反
省
会

を
開
い
て
、

】
日
だ
け
で
は
撤

底
し
な
い
か
ら
子
供
達
の
将
来

の
よ
き
相
談
相
手
と
な
つ
て
や

ろ
う
と
申
合
せ
を
し
ま
し
た
。
 

既
に
昨
年
の
或
一
日
お
父
さ
ん

は
五
名
の
子
供
達
を
就
職
さ
せ

て
上
げ
た
と
い
ふ
例
も
あ
り
ま

す
と
報
告
、
大
き
な
感
銘
を
与

へ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
 

尚
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
敷

し
ま
し
て
は
法
は
救
貧
を
主
と

し
て
居
る
の
で
、
根
本
的
な
施
 

上
ま
す
 

‘
 

今
年
度
は
定
期
検
査
執
行
後
た
 

r
ち
忙
立
入
検
査
を
致
す
事
と

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
該
当
の

皆
さ
ん
は
も
れ
な
く
定
期
検
査

を
受
け
違
反
の
な
い
様
に
し
て

下
さ
い
 

検
査
を
受
け
る
計
量
器
は
大
月

一
日
よ
り
大
月
三
十
日
ま
で
か

な
ら
ず
市
役
所
農
林
商
工
課
へ

出
し
て
下
さ
い

（
口
頭
で
も
よ

い
）
お
忘
れ
な
く
お
願
い
敷
し

ま
す

（
支
所
管内
の
方
は
支
所

へ
届
出
願
い
ま
す
）
 

記
 

検
査
場
所
 

飯
詰
管
内
飯
話
支
所
、
長
橋

管
内
長
橋
支
所
、
五
所
川
原

三
好
、
松
島
、
栄
、
中
川
、
 

五
所
川
原
市
公
民
舘
 

期
 

日
 

大
月
二
＋
五
日
午
前
九
時
よ

り
三
時
ま
で
 飯

詰
支
所
管
内
 

大
月
一
一
十
大日
午
前
九
時
よ

り
三
時
ま
で
 

来
る
大
月
七
日
は
計
量
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
五
年
目
で
計
量

記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
 

こ
の
機
会
に
市
民
の
皆
さ
ん
も

計
量
器
に
よ
つ
て
無
駄
の
な
い

明
る
い
生
活
を
数
し
ま
し
よ
う

近
く
計
量
単
位
が
メ
ー
ト
ル
法

に
な
る
と
思
い
ま
す
か
ら
今
か

ら
メ
ー
ト
ル
法
の
使
用
に
こ
・

ろ
が
け
ま
し
よ
う
 

策
と
し
て
防
貧
に
努
力
し
て
世

帯
更
生
に
重
点
を
お
き
、
昨
年

は
母
子
家
庭
に
対
し
て
ト
●
・
 

（
ー
ニ
台
と
仔
豚
三
十
頭
、
績

羊
十
頭
を
購
入
配
布
し
そ
れ
ぞ

れ
好
成
粗
を
挙
げ
、
尚
推
葺
栽

培
や
養
雛
指
導
等
も
央
行
し
、
 

鋭
意
生
活
力
の
弱
い
家
庭
の
児

童
福
祉
に
努
め
て
居
る
事
、
又

身
体
障
害
児
童
に
対
し
て
は
児

童
福
祉
審
議
会
を
結
成
し
て
育

成
医
療
の
徹
底
を
期
し
、
昨
年

は
手
足
の
自
由
を
失
つ
た
小
児

麻
叫
児
童
の
手
足
の
自
由
恢
復

の
実
例
報
告
も
し
て
、
大
い
に

五
所
川
原
市
の
存
在
を
認
め
て

貰
ま
し
た
。
又
本
年
九
月
本
市

で
開
か
れ
る
県
下
社
会
事
業
大

会
に
は
田
子

一
民
先
生
の
臨
席

も
お
願
い
し
て
声
り
ま
し
た
 

競

m醸
穀
）
」
毅
雄

接

護

”
 
お
買
物
は
市
内
で
 
一
 

畏
橋
支
所
管
内

大
月
一
一
十七
日
午
前
九
時
よ

り
四
時
ま
で
 

元
町
、
大
町
、
元
町
、
柳

町
、
更
生
街
、
末
広
町
．
 

東
町
、
栄
町
，
柳
町
、
鎌

谷
町
、
下
平
井
町
、
致
島

町
、
錦
町
、
幾
島
町

大
月
一
一
十八
日
 

田
町
、
弥
生
町
、
川
端
町

旭
町
、
本
町
、
岩
木
町
．
 

柏
原
町
、
新
宮
町
、
寺
町

上
平
井
町
、
中
平
井
町
、
 

布
屋
町
、
新
町
、
平
井
町

大
月
一
一
十九
日
 

栄
支
所
、
中
川
支
所
、
毘

沙
門
支
所
、
松
島
支
所
、
 

三
好
支
所
 

大
月
三
十
日
午
前
九
時
よ
り

十
ニ
時
ま
で
（
期
日
は
一
応

検
定
致
し
ま
し
た
が
都
合
の

よ
い
日
に
検
査
を
受
け
て
下

さ
い
）
 

官
庁
、
法
人
、
病
院
 以

上
 商

業
方
面
 
五
〇

％
 

仙

庭
議
長
師
る
 

仙
庭
市
 

た
め
去
る
ニ
十
日
上
京
し
た
が
 

」
十
五
日
帰
庁
し
ま
し
た
 

斉
 
藤
 

研
 え

の
僕
誠
を
は
か
ろ
う
と
、
市

内
の
小
中
学
校
か
ら
標
語
と
ポ

ス
？
1
を
募
集
し
て
い
た
と
と

ろ
、
鳳
語
百
三
十
点
ポ
ス
タ
ー
 

百
九
十
大
点
が
集
ま
つ
た
の
で
 

」
十
五
日
審
査
の
結
果
次
ぎ
の

五
十
三
点
が
入
賞
、
」
十
八
日

市
議
亭
堂
で
表
彰
式
を
行
い
立
 

し
た
 

ポ
ス

タ
ー
の

部
 

五
所
川

原
大
観
費

刊
 

五
所
川
原
カ
メ
●
大
観
社
は
か

れ
て
か
ら
本
市
の
全
国
的
宜
伝

を
ね
ら
つ
て
、
考
古
学
界
の
権

威
福
士
貞
穀
氏
等
指
導
の
も
と

に
、
写
異
に
よ
る
五
所
川
原
大

観
の
絹
さ
ん
を
進
め
て
い
た
が

愈

A
七
月
下
句
完
成
、
 一
般
に

頒
布
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
大
観
に
は
藩
政
以
釆
の
風
 

昭

和
三
十

一
年
度
の
山

納
閉
鎖

期
は
、
 

五

月
三
十

一
日
で
す
、

市

政
の

円
滑
な

運
菅
の
た

め
、

市
税
完
納
に
御

協
力
下

さ
い
 

五
所

川
原
市
役
所
 

ー

I
→

‘
→
・
》

・
・
→
・
→
・
・

ー
 

佐
藤
 
光
雄
 
物
は
勿
論
、教
育
、
産
業
、
交
 

通
、
人
物
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

網
ら
さ
れ
千
余
の
写
真
を
お
さ

め
て
こ
れ
一
巻
を
も
つ
て
五
所

川
原
市
の
全
客
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
貴
重
な
ヌ
献
で
す
。
こ

れ
に
掲
載
す
る
広
告
や
瞬
入
希

望
の
方
は
次
ぎ
に
申
込
め
ば
よ

い
事
に
な
つ
て
い
ま
す
 

五
所
川
原
市
寺
町
三
八

五
所
川
原
力
メ
？
大
観
社
 

五
所

川
原
市

商

店
街
の
振
興

策
 

中
川
 
利
子
 
県
商
工
課
で
は
五
月
ニ
十
五
日
 

午
前
＋
時
ょ
り
青
森
市
八
甲
荘

神
 
光
雄
 
に

於
て
昭
和
三
十
一
年
度
事
業

斉
藤
 
悦
子
 
計
画
打
合
せ
会
を
開
催
し
た
が

高
橋
 
千
枝
 
六
市
の
外
、
七
戸
町
も
出
席
し

渋
谷
 
昌
子
 
主
と
し
て
商
工
振
興
の
た
め
に

平
山
真
知
子
 
は
全
力
を
傾
注
し
て
、
こ
れ
に
 

当
る
こ
と
と
な
つ
た
が
五
所
川

上
見
 
守
 
原
市
で

も
商
店
街
の
整
備
、

商

店
街
の
診
断
等
を
致
し
名
実
共

に
五
所
川
原
市
の
建
設
に
カ
を

注
ぐ
こ
と
に
商
工
会
議
所
と
意

見
の
一
致
を
見
た
 

撮
ゃ
 

事
業
方
面
器
”
語
繁
熱
擁
既

』
纏
一
さ
れ
て

し
ま
す
。
 

機
械
工
業
 
八
0
%
 

？
畦
接
船

（
 
蚊
は

え

の
撲
滅
ボ

ス
タ

ー
 

団
 
体
映
康
保鰍
 
九o％
 
標
語
の

入
賞
決
定
す
 

そ
の
他
平
均
七
O
％
 
市
で
は
童
心
に
訴
え
て
蚊
、
は
 

計

量

器

の
定

期
検

査

ぜ

ひ

市

へ
出

L
て
下
さ
い
 

【
議
会
議

開
長

は
全

田
国
新
市
 

議
会
議

長
は
全

国
新
市
 

，
麟
長
会

麟
長
会
 

出
席
の

出
席
の
 

滑
防
酔
令
（大
月
一
日付
）
◇鉢
校
ニ
年
宮
崎け
い
子
 

“
 知
 
“
 “
 

「
一
年
 
紅
「
 
乳
 

却
 
「
 
い
 

プ
・
ー
『
」
浦
 

理
 

長
 
尾
 
彦
 

一
 
金
賞
 
四
年
 
浜
田
 
弘
美
 

一mひ
猫
使

用
に
こブ
 
外
崎
市

長
秋
鉄
局
に
陳
情
 
群
器
「

薫
「
 

南
ヘ
ノ、
と
延
び
る
五
所
川
原
 
京
す
る
外
崎
市
長
が
、
帰
途
秋
 
中
 

宮
崎
 
才
庫

の
発
展
形
態
が
、
こ
・
数
年
 
田
鉄
道
管
理
局
に
立
寄
り
、
湊
◇
五
所
中
 

出
ず
し
て
全
市
の
様
相
を

一
 
踏
切
地帯
に
ガ
ソ
y
ン
●
ー
の
 
金
賞
 
一
年
 
飛
島

三
根
子

一生
に
重
点
を
お
き
、
昨
年
 
変
さ
せ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
 停
留
所
を
散
臓
す
る
よ
う
陳
情
 

、
 
ニ
年
 
荒
木

関
麗
子

一子
家
庭
に
対
し
て
ト
了
 

ま
す
が
、
殊
に
市
へ
の
編
入
に
 す
る
事
に
な
り
ま
し
た
o
終
職
 
三

年
 
古
川
 
誠
子
 

外
崎
市
長
秋
鉄
局
に
陳
情
 
躍
器
 

南
ヘ
ノ、
と
延
び
る
五
所
川
原
 
京
す
る
外
崎
市
長
が
、
帰
途
秋
 
中

市
の
発
展
形
態
が
、
こ
・
数
年
 
田
鉄
道
管
理
局
に
立
寄
り
、
湊
◇
五
所
中
 

を
出
ず
し
て
全
市
の
様
相
を

一
 
踏
切
地帯
に
ガ
ソ
y
ン
●
ー
の
 
金
賞
 
一
年

変
さ
せ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
 停
留
所
を
散
臓
す
る
よ
う
陳
情
 

、
 
ニ
年

ま
す
が
、
殊
に
市
へ
の
編
入
に
 す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
終
職
 
三

年
 

伴
う
、
栄
、
長
需
方
面
の
都
市
 

毅
雄

接

護

一
 
お
買
物
は
市
内
一
 

い
ま
し
た
が
、
鉄
道
で
は
近
く
 

燕
難
務
鷲
灘
難
欝
識
一
銀
賞
 

ニ
台
と
仔
豚
三
十
頭
、
績
 
伴
う
、
栄
、
長
需
方
面
の
都
市
 

競
繕
鶏

嬰
一

本
市
が建
市
の
目
標
を達
膚
 

・

ツ
シ
ュ
時
に
於
け
る
栄
町
、
 
一
 
先
づ
財
政
基
礎
の
確
立
が
以
 

一

本

市
が

建
市

の
目
標
を

達
成
す
る
に
は
、
 

一

先
づ
財
政
基
礎
の
確
立
が
必
要

で
す
、

一
七
 

羅
難
蕪

灘
灘
獅
噴
一譲
雌難
線
縫
響
鍵
芦
 

湊
方
面
の
混
雑
は
、
五
最
高
生

一
 れ
に
は

市

民
全
体

を
裕

報
け
 

『
難
琵

競
騒
器

動
一

な
り
ま
せ
h
o市
内
の
お
A
 

望
す
る
声
が
非
常
に
強
い
も
の
 
【

す
よ

5
に
、

お
買
物
な
ど

け
 

器
難
嚢
鰭
博
一

市
内で
す
る
よ5に
致
し一
 

一

れ
に
は

市

民
全
体
を
裕

報
に
し

な
け
れ
ば

一

な
り

ま
せ

h
。

市
内
の

お
金
は

市
内
に

落

一

す
よ

5
に
、

お
買
物
な
ど

は
出

来
る
だ

け

一

市
内

で
す
る
よ

5
に
致
し

ま
し

ユ

5
o
 

お
買
物

は
市
内
で
 ニ一ー 

年年年 

泉石鶴 

一
 

メ
ー
トル謹
醸
舞
器

日
 
「
」
（
）
釦

乏
「
証
霧
◇
難
中一
一
年
 

一大
月
七
日は
計
量
法
が
施
本
市
の
メー
トル
法普
及
状
況
 
？
”
雌

一
 
金
賞
「
サ
誘

繁
」
「
 
標
 
語
 

一
れて
か
ら
五
年
目
で
計
量
 
お知
ら
せ
致
し
ま
す
 

三
 

浦
 
助
 

銀
賞
 
〈
 
成
田
 
育

男
 
◇
五
小
校

一日
に
あ
た
り
ま
す
 
学

校
方
面
 

一
。
。
％
 
臨
時
雇

（
見
習消
防
士
）
を
命
 

中
 
大
年
 
竹
鼻
 
文
子
 
金
賞
 
大
年

機
会
に
市
民
つ
皆
さ
ん
も
 
医
 
業

一
o
o
％

ず
る
 

銅
賞
 
五
年
 
坂
本
 
是
馬
 
五
年

一器
本
は
っ
て
無
駄
の
な
い
 

調
剤
業

一
。
。
％
 月
手
当
三
千
円
を
給
す
（
各通
）
 

i
 

ク
 
原
 
慶
之
 
四
年
 

一
濃
轡
籍

唾

奏
踏

切
に
亭

留
折

没
置
を
 
◇
か

ノ
木
「
年
春
藤
尚
武
 

"
 ”
 雄
（
 
」
【
一
一“
高賛

」
り
「
◇
中
川
中
 

対
 
馬
 
武
 

一
 

〉
 

宮
崎
 
青
市
 

銅
賞
 
」
年
 

.．
」．
一
」
 
】
 

秋
田
三
樹
男

一
年
 
鶴
谷
知
勢
子
 
一
一
年
 
小
野
 
豊
次

二
年
 
石
塚
 
鉄
男
 
◇
三
好
中
 

三
年
 
泉
 
よ
う
子
 
銅
賞
 
三
年
 

川
浪
 
澄
子
 

】
 

斉
藤
 
悦
子
 

一
 
銅
賞
 
三
年
 
笠
井
キ
，
子
 

一
 

舘
山
 
節
子
 

三
年
 
舘
山
 
節
子

銀
賞
  

一
年
 
藤
森
 
蹟
市

三
年
 
上
見
か
れ
子
 

ク
 

銅
賞
 
一
年
 

三
年
 

秋蒔成三佐
元 田 田 上野 

和義節孝孝
子郎子ー子 

外
崎
 
春
昭

の
 
部
 

算工森霊需雷郵讐

幸修義礼優松映敏 
子治弘子子子 子勝 、

、
、
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